
Telithromycin（TEL，開発番号: HMR 3647）はマクロ

ライド骨格の 11位水酸基をメトキシ化し，8位クラディノ

ース基をケトン基で置換した上，さらに 1位をアミノブチリ

ダゾール側鎖にて化学修飾した新規抗菌薬であり，ケトライ

ドと称される化合物群に分類される1，2）。Fig．1に構造式を

示す。TELは既存のマクロライド系抗菌薬よりも強い抗菌

活性を有するのみならず，マクロライド耐性菌に対しても抗

菌活性を示すことが報告されている3，4）。

今回，TELを新規抗菌薬として日本で開発するにあたり，

TELの標準菌株（好気性菌 34株，嫌気性菌 32株）ならび

に日本における臨床分離株（11菌種: 626株）に対する抗菌

力を検討し，既存のマクロライド系抗菌薬である

erythromycin A（EM），clarithromycin（CAM），azithromycin

（AZM），roxithromycin（RXM）および josamycin（JM），

ペニシリン系抗菌薬の ampicillin（ABPC），セフェム系抗

菌薬の cefaclor（CCL），ニューキノロン系抗菌薬の ofloxacin

（OFLX）と比較した。臨床分離株に対してペニシリン系抗

菌薬の oxacillin（MPIPC）を加えた。

I． 材 料 と 方 法
1． 使用菌株

標準菌株は，群馬大学薬剤耐性菌実験施設より分与さ

れた日本化学療法学会の指定菌株および岐阜大学嫌気性

菌実験施設，東邦大学微生物学教室より分与された標準

菌株（好気性グラム陽性菌; 13株，好気性グラム陰性

菌; 21株，嫌気性グラム陽性菌; 24株，嫌気性グラム

陰性菌; 8株）を使用した。臨床分離株は，東京総合臨

床検査センター，エピゾーム研究所，三菱化学ビーシー

エルおよび順天堂大学医学部細菌学教室より分与された，

1993～1996年に臨床材料から分離されたものである。

いずれの菌株も，アベンティスファーマ（株）開発研究所

薬理研究室において 25％グリセリン加リン酸緩衝液で

凍結保存（－80℃）されているものを使用した。

2． 使用薬剤と薬剤溶液調製法

被験薬物として TELをアベンティスファーマ（フラ

ンス）から，対照薬として EM，CAM，AZMおよび RXM

はアベンティスファーマ（フランス）から，JMは和光
＊埼玉県川越市南台 1–3–2
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Telithromycin（TEL）の in vitro 抗菌力を，標準菌株および臨床分離株を用いて検討し，マクロラ

イド系抗菌薬の erythromycin A（EM），clarithromycin（CAM），azithromycin（AZM），roxithromycin

（RXM）および josamycin（JM），ペニシリン薬の ampicillin（ABPC），セフェム薬の cefaclor（CCL）

およびニューキノロン薬の ofloxacin（OFLX）と比較した。標準菌株: TELは好気性グラム陽性菌に

対して幅広い抗菌スペクトルを有し，その抗菌活性（MIC範囲: 0.006～0.1μg／mL）は EM，CAM，

AZM，RXMおよび ABPCと同等もしくはそれ以上であり，JM，CCLおよび OFLXよりも強かった。

TELの好気性グラム陰性菌に対する抗菌活性は，OFLX，ABPCおよび CCLよりは弱かったが，AZM

とほぼ同等であった。TELは嫌気性グラム陽性菌に対して広い抗菌スペクトルを示し，その抗菌活性

（MIC範囲: 0.006～1.56μg／mL）はすべての対照薬に比べ同等以上であった。臨床分離株: TELの

Streptococcus pneumoniae，Streptococcus pyogenes および Streptococcus agalactiae に対するMIC90

は，いずれも 0.05μg／mLであり，既存のマクロライド薬に比べ同等～2，000倍以上の強い抗菌活性を

示した。TELのMSSAに対する抗菌力（MIC50: 0.1μg／mL）は，既存のマクロライド薬に比べ 4～16

倍強かったが，MRSAに対する効果（MIC50: 100μg／mL以上）は弱かった。Enterococcus faecalis お

よび Enterococcus faecium に対する TELのMIC90は 1.56～6.25μg／mLであり，既存のマクロライド

薬に比べ強い抗菌力を示した。Haemophilus influenzae に対する TELのMIC90は 3.13μg／mLであり，

EM，CAM，RXM，JMに比べ 2～16倍小さく，AZMに比べ 2倍大きかった。Moraxella catarrhalis

に対する TELのMIC90は 0.2μg／mLであり，EM，CAM，AZM，RXMおよび OFLXとほぼ同様で

あった。TELの Peptostreptococcus anaerobius に対する抗菌力（MIC90: 0.05μg／mL）は，すべての

対照薬に比べ強かった。

Key words: telithromycin，嫌気性菌，好気性菌，標準菌株，臨床分離株
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純薬株式会社から，また ABPC，MPIPC，CCLおよび

OFLXは Sigmaから入手した。いずれも力価の明らか

な原末を用いた。TEL，EM，CAM，AZM，RXMおよ

び JMは，溶 媒（methanol：ethanol：distilled water

＝4.8：43.3：51.9）液に 2.5 mg／mLの濃度となるよう

に用時溶解して原液とし，さらに 0.9％塩化ナトリウム

を含む 0.1 Mリン酸塩緩衝液（pH 7.0）を用いて希釈

した。ABPCおよびMPIPCは 1％リン酸塩緩衝液（pH

6.0）に 2.5 mg／mLの濃度となるように用時溶解して原

液とし，さらに同緩衝液により希釈した5）。CCLは 0.1

Mリン酸塩緩衝液（pH 4.5）に 2.5 mg／mLの濃度とな

るように用時溶解して原液とし，さらに同緩衝液により

希釈した5）。OFLXは 0.1 N NaOHに溶解した後 0.1 N

HClで pH 7.0に，2.5 mg／mLの濃度となるように用時

調製して原液とし，蒸留水により希釈した6）。

3． MIC測定法

Table 1． Antibacterial activities of telithromycin and reference antibiotics against standard strains of aerobes

Organism
MIC（µg／mL）

TEL EM CAM AZM RXM JM ABPC CCL OFLX

S. aureus
S. aureus
S. aureus
S. aureus
S. epidermidis
S. epidermidis
S. pyogenes
S. pneumoniae
S. pneumoniae
S. pneumoniae
E. faecalis
B. subtilis
M. luteus
E. coli
E. coli
S. typhimurium
S. schottmuelleri
S. enteritidis
S. marcescens
C. freundii
K. pneumoniae
E. aerogenes
E. cloacae
P. mirabilis
P. vulgaris
P. vulgaris
P. rettgeri
M. morganii
H. influenzae
P. aeruginosa
P. aeruginosa
P. aeruginosa
P. aeruginosa
H. alvei

FDA 209 P JC–1
TERAJIMA
MS 353
SMITH
ATCC 12228
IAM 12013
COOK
DP–1
DP–2
DP–3
ATCC 29212
ATCC 6633
ATCC 9341
NIHJ JC–2
K 12 C 600
IID 971
8006
G 14
IAM 1184
ATCC 8090
PCI–602
ATCC 13048
963
IFO 3849
OX–19
HX–19
IFO 3850
IFO 3848
ATCC 49247
IFO 3445
NCTC 10490
PAO 1
ATCC 9027
ATCC 11604

0．05
0．05
0．1
0．1
0．1
0．025
0．025
0．006
0．013
0．05
0．05
0．05
0．013

25
6．25
1．56
3．13
6．25

25
25
3．13

25
25

＞100
100
25

100
25
0．39

100
50

100
50
25

0．2
0．39
0．39
0．2
0．2
0．2
0．025
0．013
0．025
0．05
0．78
0．1
0．1

100
50

100
50

100
100

＞100
6．25

100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

100
1．56

＞100
＞100
＞100
＞100

100

0．1
0．2
0．2
0．2
0．1
0．05
0．025
0．013
0．025
0．05
0．39
0．05
0．013

100
50

100
100
100

＞100
＞100

3．13
100

＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

50
3．13

＞100
＞100
＞100
＞100

100

0．39
0．78
0．78
0．39
0．78
0．2
0．025
0．025
0．05
0．1
3．13
0．39
0．05

12．5
3．13
6．25
3．13

12．5
25
25
1．56

12．5
25

＞100
100
100
100
25
0．39

＞100
＞100
＞100
＞100

12．5

0．39
0．39
0．39
0．39
0．39
0．2
0．05
0．025
0．1
0．1
3．13
0．2
0．05

＞100
100
100
50

＞100
＞100
＞100

12．5
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

6．25
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

0．2
0．78
0．78
0．78
0．78
0．39
0．2
0．2
0．2
0．39
1．56
0．39
0．05

＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

12．5
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

6．25
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

0．1
0．025
0．05
0．1
0．39
0．39
0．025
0．025
0．05
0．05
0．78
0．025
0．013
6．25
3．13
1．56
0．2
0．78

25
＞100

12．5
＞100

100
1．56
6．25

25
0．39

＞100
3．13

＞100
100

＞100
＞100
＞100

1．56
0．2
0．78
0．78
0．78
0．78
0．39
0．78
0．78
1．56

50
0．1
0．05
1．56
0．78
0．78
0．78
0．39

100
50
0．39

50
50
6．25
6．25
6．25
0．78

25
25

＞100
＞100
＞100
＞100

12．5

0．39
0．2
0．78
1．56
0．39
0．39
0．78
1．56
3．13
3．13
1．56
0．1
3．13
0．1
0．1
0．1
0．025
0．1
0．39
0．2
0．025
0．2
0．1
0．39
0．2
0．025
0．2
0．2
0．025
1．56
1．56
0．78
1．56
0．2

Method: agar dilution method
Inoculum size: 106 CFU／mL
TEL: telithromycin, EM: erythromycin A, CAM: clarithromycin, AZM: azithromycin, RXM: roxithromycin, JM: josamycin,
ABPC: ampicillin, CCL: cefaclor, OFLX: ofloxacin

Fig．1． Chemical structure of telithromycin.
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MICの測定は，日本化学療法学会標準法7，8）に準じた

2倍希釈系列の寒天平板法で行った。すなわち，あらか

じめ調製した各薬物溶解液をもとに，終濃度 0.006もし

くは 0.00075～100μg／mLの薬物を含んだ測定用寒天

培地を作製した。

この薬物含有寒天培地にミクロプランター（MIT–P，

佐久間製作所）を用いて菌液を 5μL接種（104および 106

CFU／spot）し，37℃で 20時間培養した。嫌気性菌は，

嫌 気 チ ャ ン バ ー（Anaerobic System Model 1024，

Forma）内で培養した。培養終了後，肉眼的にコロニ

ーの発育の有無を測定し，各菌について発育が認められ

なかった最小薬物濃度をMIC値として用いた。

MIC測定用寒天培地は Streptococcus 群および

Moraxella catarrhalis には 5％のウマ脱繊維血液を，

Haemophilus influenzae には 5％のフィルデス・エン

リッチメントを含むMueller–Hinton（MH，Difco）agar

を，その他の好気性菌にはMH agarを，嫌気性菌に対

しては変法 Gifu anaerobic medium（GAM，日水）を

使用した。

II． 結 果

1． 標準菌株

TELの抗菌スペクトルを対照薬とともに Tables 1～4

に示した。

1） 好気性菌

グラム陽性好気性菌に対して TELは強い活性を示し

た。す な わ ち，Streptococcus pneumoniae お よ び

Micrococcus luteus に対しMICが 0.006～0.05μg／mL，

その他のグラム陽性菌に対してMICが 0.025～0.05

μg／mLであった。S. pneumoniae および Streptococcus

pyogenes に対する TELの効果は今回検討した JMを除

くマクロライド薬とほぼ同程度のMICを示した。また，

Staphylococcus aureus，Staphylococcus epidermidis

Table 2． Antibacterial activities of telithromycin and reference antibiotics against standard strains of aerobes

Organism
MIC（µg／mL）

TEL EM CAM AZM RXM JM ABPC CCL OFLX

S. aureus
S. aureus
S. aureus
S. aureus
S. epidermidis
S. epidermidis
S. pyogenes
S. pneumoniae
S. pneumoniae
S. pneumoniae
E. faecalis
B. subtilis
M. luteus
E. coli
E. coli
S. typhimurium
S. schottmuelleri
S. enteritidis
S. marcescens
C. freundii
K. pneumoniae
E. aerogenes
E. cloacae
P. mirabilis
P. vulgaris
P. vulgaris
P. rettgeri
M. morganii
H. influenzae
P. aeruginosa
P. aeruginosa
P. aeruginosa
P. aeruginosa
H. alvei

FDA 209 P JC–1
TERAJIMA
MS 353
SMITH
ATCC 12228
IAM 12013
COOK
DP–1
DP–2
DP–3
ATCC 29212
ATCC 6633
ATCC 9341
NIHJ JC–2
K 12 C 600
IID 971
8006
G 14
IAM 1184
ATCC 8090
PCI–602
ATCC 13048
963
IFO 3849
OX–19
HX–19
IFO 3850
IFO 3848
ATCC 49247
IFO 3445
NCTC 10490
PAO 1
ATCC 9027
ATCC 11604

0．1
0．2
0．2
0．2
0．2
0．1
0．05
0．013
0．025
0．05
0．05
0．1
0．2

25
25
3．13
3．13

25
50
25
3．13

25
25

＞100
100
50

＞100
50
1．56

＞100
100
100
100
25

0．39
0．39
0．39
0．39
0．78
0．39
0．1
0．1
0．1
0．39
1．56
0．39
0．39

100
100

＞100
50

＞100
＞100
＞100

6．25
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

6．25
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

0．2
0．78
0．39
0．78
0．39
0．2
0．1
0．025
0．05
0．1
1．56
0．2
0．2

100
100
25
50

＞100
＞100
＞100

3．13
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

100
3．13

＞100
＞100
＞100
＞100

100

0．78
3．13
3．13
3．13
3．13
0．2
0．2
0．05
0．2
0．2
6．25
0．78
0．39

12．5
3．13
6．25
3．13

12．5
50
50
3．13

25
100

＞100
＞100

100
＞100

100
0．78

＞100
＞100
＞100
＞100

12．5

0．39
3．13
3．13
3．13
3．13
0．39
0．2
0．2
0．39
0．78
6．25
0．39
0．78

＞100
100

＞100
100

＞100
＞100
＞100

25
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

6．25
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

0．39
3．13
3．13
3．13
3．13
0．78
0．39
0．2
0．39
0．39
6．25
0．78
3．13

＞100
＞100

50
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

25
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

0．2
0．1
0．1
0．2

＞100
3．13
0．05
0．05
0．05
0．05
1．56
0．05
0．1
6．25
6．25

12．5
0．78
1．56

50
＞100

50
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

0．78
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

6．25
0．78
1．56
1．56
1．56
1．56
0．78
1．56
1．56
1．56

100
0．39
1．56
6．25
6．25

25
6．25
6．25

＞100
＞100

0．78
＞100
＞100

50
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100
＞100

100

0．39
0．39
0．78
1．56
0．78
0．39
3．13
6．25

12．5
12．5
3．13
0．2
6．25
0．1
0．1
0．1
0．05
0．39
0．39
0．2
0．05
0．2
0．2
0．78
0．39
0．05
0．39
0．2
0．05
6．25
1．56
1．56
3．13
0．2

Method: agar dilution method
Inoculum size: 108 CFU／mL
TEL: telithromycin, EM: erythromycin A, CAM: clarithromycin, AZM: azithromycin, RXM: roxithromycin, JM: josamycin,
ABPC: ampicillin, CCL: cefaclor, OFLX: ofloxacin
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およびM. luteus においては，TELの効果は CAMと

ほぼ同等であり，マクロライド薬よりも明らかに強かっ

た（4～16倍）。Bacillus subtilis に対する TELの効果

は EMおよび CAMとほぼ同等であり，さらに，

Enterococcus faecalis に対する効果はいずれのマクロラ

イド薬よりも強かった（8～64倍）。TELのグラム陽性

菌に対する効果は，ABPCとほぼ同等であり，CCLお

よび OFLXよりも優れていた。

グラム陰性好気性菌に対して，TELはグラム陽性好

気性菌に対する活性に比較して明らかに弱かった。しか

しながら，TELは AZMを除くマクロライド薬がほと

んど効果を示さないグラム陰性好気性菌に対しても抗菌

活性を示し，その効力は，OFLX，ABPCおよび CCL

より弱かったが，AZMとほぼ同程度であった。TELお

よび今回検討したマクロライド薬は，Klebsiella

pneumoniae およびH. influenzae に対して抗菌活性を

示した。TELはH. influenzae に対して強い抗菌活性を

示し，そのMICは 0.39μg／mLで，OFLXの 0.025μg

／mLよりは高かったが，AZMのそれとほぼ同じであり

EM，CAM，RXM，JM，ABPCおよび CCLよりは小

さかった。

接種菌量を 100倍に上げた場合（108 CFU／mL）にお

いても，各薬剤の抗菌活性は 106 CFU／mLにおける結

果とほとんど同様の傾向を示した。

2） 嫌気性菌

グラム陽性嫌気性菌に対し TELの抗菌力は 0.003～

1.56μg／mLの範囲であった。Propionibacterium acnes

に対する TELのMICは 0.013および 0.025μg／mLと

EM，AZMおよび RXMとほぼ同程度であった。また，

Clostridium botulinum，Clostridium difficile，Clostri-

dium innocuum，Clostridium perfringes，Clostridium

sporogenes，Peptostreptococcus magnus および Pepto-

streptococcus anaerobius に対する TELの効果はマク

ロライド薬よりも明らかに強かった（8～16倍）。

Table 3． Antibacterial activities of telithromycin and reference antibiotics against standard strains of anaerobes

Organism
MIC（µg／mL）

TEL EM CAM AZM RXM JM ABPC CCL OFLX

P. anaerobius
P. magnus
P. magnus
P. acnes
P. acnes
E. lentum
E. limosum
C. bifermentans
C. bifermentans
C. botulinum
C. botulinum
C. botulinum
C. botulinum
C. botulinum
C. botulinum
C. clostridiiforme
C. difficile
C. difficile
C. innocuum
C. perfringens
C. sordellii
C. sordellii
C. sporogenes
C. sporogenes
B. eggerthii
B. fragilis
B. fragilis
B. ovatus
P. bivia
F. varium
V. parvula
V. parvula

GAI 1160
ATCC 14956
GAI 5528
GAI 5568
ATCC 11828
GAI 1515
GAI 5464
GAI 0209
TK 8
type A
type B
type C
type D
type E
type F
GAI 5458
ATCC 9689
GAI 5610
GAI 5472
GAI 0084
GAI 0029
GAI 5612
GAI 0005
GAI 5621
GAI 5478
GAI 3001
GAI 5524
GAI 5630
GAI 0642
ATCC 8501
GAI 0580
GAI 5602

0．013
0．013
1．56
0．025
0．013
0．025
0．006
0．05
0．05
0．05
0．05
0．006
0．05
0．05
0．006
0．05
0．05
0．05
0．013
0．1
0．05
0．05
0．05
0．013
1．56
0．013
1．56
1．56
0．1
6．25
0．39
1．56

0．2
0．78
6．25
0．013
0．013
0．05
0．05
0．1
0．2
0．2
1．56
0．05
0．39
0．2
0．1
0．2
0．2
0．39
0．78
0．78
0．1
0．2
0．39
0．39

12．5
0．05
1．56
3．13
0．1

25
0．78
6．25

0．1
0．2
3．13
0．006
0．2
0．013
0．05
0．05
0．1
0．1
0．78
0．05
0．39
0．2
0．1
0．1
0．1
0．2
0．2
0．39
0．05
0．1
0．2
0．2
1．56
0．025
0．39
1．56
0．05

12．5
0．39
3．13

0．1
0．39
3．13
0．013
0．025
0．1
0．013
0．78
0．78
0．78
3．13
0．025
1．56
1．56
0．2
0．025
0．78
0．78
0．1
0．78
0．39
0．39
0．78
0．78

100
0．2
3．13
3．13
0．78
0．05
0．39
3．13

0．05
1．56

25
0．025
0．025
0．05
0．05
0．2
0．39
0．39
3．13
0．05
0．78
0．39
0．1
0．1
0．39
0．2
0．39
6．25
0．2
0．39
0．39
0．78
6．25
0．1
3．13

12．5
0．2

50
3．13

25

0．2
0．39
6．25
0．1
0．1
0．1
0．1
0．39
0．39
0．39
0．2
0．05
0．2
0．1
0．2
0．2
0．39
0．39
0．39
1．56
0．2
0．2
0．39
0．39
0．2
0．2
0．39
0．39
0．2
6．25
3．13
6．25

0．05
0．05
0．1
0．2
0．2
1．56
0．39
0．2
0．2
0．2
0．39
0．05
1．56
0．78
0．1
0．39
0．2
0．39
0．2
0．2
0．025
0．025
0．78
0．2
0．2
0．05

50
25
0．2
0．39
0．2
0．1

1．56
1．56
0．78
0．78
1．56

12．5
6．25

25
25
6．25

50
0．78

25
50
1．56

25
25
25
12．5
12．5
0．78
1．56

100
3．13
0．78
1．56

＞100
＞100

12．5
100

1．56
0．1

6．25
6．25
1．56
0．78
1．56
0．39
0．78
3．13
6．25
3．13
1．56
0．2

12．5
12．5
0．1

50
6．25
6．25
6．25
6．25
1．56
1．56

12．5
0．39
6．25
0．78
3．13

12．5
6．25
6．25
0．39
0．78

Method: agar dilution method
Inoculum size: 106 CFU／mL
TEL: telithromycin, EM: erythromycin A, CAM: clarithromycin, AZM: azithromycin, RXM: roxithromycin, JM: josamycin,
ABPC: ampicillin, CCL: cefaclor, OFLX: ofloxacin
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Clostridium bifermentans および Clostridium sordellii

に対して TELの抗菌力は CAMとほぼ同程度であり，

Clostridium clostridiiforme に対してはすべてのマクロ

ライド薬とほぼ同等であった。

グラム陰性嫌気性菌に対する TELの抗菌活性は，グ

ラム陽性嫌気性菌に対する抗菌活性（MIC: 0.006～

1.56μg／mL）に比べMICが 0.013～6.25μg／mLの範

囲とやや弱かった。また今回検討したグラム陰性嫌気性

菌に対して，TELの抗菌活性は CAMとほぼ同等の抗

菌スペクトルを示した。

接種菌量を 108 CFU／mLにした場合も各薬剤の抗菌

活性は 106 CFU／mLにおける結果とほぼ同様の傾向を

示した。

2． 臨床分離株

臨床分離株に対する TELの抗菌活性を対照薬ととも

に Tables 5，6に示した。

1） MSSA，MRSA，S. epidermidis

MSSA 71株に対する TELのMICは 0.05～＞100

μg／mLの範囲にあった。そのMIC50は 0.1μg／mLで

あり，EM，CAM，AZM，RXMおよび JMの 0.39～1.56

μg／mLに比べ 4～16倍小さかった。MIC90ではともに

100μg／mL以上であった。一方，MRSA 89株に対する

TELの抗菌力は 0.05～＞100μg／mLのMICの範囲で

あり，一部の菌株に抗菌活性を示すものの，マクロライ

ド薬と同様にMIC50およびMIC90はともに 100μg／mL

以上であり，抗菌力は弱かった。S. epidermidis 15株

に対する TELのMIC50は 12.5μg／mLであり，CAM

の 100μg／mLおよび EM，AZMおよび RXMの 100μ

g／mL以上に比べ小さかったが，MIC90ではともに 100

μg／mL以上と抗菌活性は弱かった。

2） S. pyogenes，S. pneumoniae，Streptococcus aga-

lactiae

S. pyogenes 100株に対する TELのMICの範囲は

0.006～25μg／mLであった。またそのMIC50は 0.025

Table 4． Antibacterial activities of telithromycin and reference antibiotics against standard strains of anaerobes

Organism
MIC（µg／mL）

TEL EM CAM AZM RXM JM ABPC CCL OFLX

P. anaerobius
P. magnus
P. magnus
P. acnes
P. acnes
E. lentum
E. limosum
C. bifermentans
C. bifermentans
C. botulinum
C. botulinum
C. botulinum
C. botulinum
C. botulinum
C. botulinum
C. clostridiiforme
C. difficile
C. difficile
C. innocuum
C. perfringens
C. sordellii
C. sordellii
C. sporogenes
C. sporogenes
B. eggerthii
B. fragilis
B. fragilis
B. ovatus
P. bivia
F. varium
V. parvula
V. parvula

GAI 1160
ATCC 14956
GAI 5528
GAI 5568
ATCC 11828
GAI 1515
GAI 5464
GAI 0209
TK 8
type A
type B
type C
type D
type E
type F
GAI 5458
ATCC 9689
GAI 5610
GAI 5472
GAI 0084
GAI 0029
GAI 5612
GAI 0005
GAI 5621
GAI 5478
GAI 3001
GAI 5524
GAI 5630
GAI 0642
ATCC 8501
GAI 0580
GAI 5602

0．025
0．1
1．56
0．013
0．025
0．013
0．013
0．1
0．1
0．05
0．2
0．006
0．2
0．1
0．006
0．05
0．1
0．1

12．5
0．2
0．05
0．05
0．05
0．025
1．56
0．013
1．56
1．56
0．1

12．5
0．39
1．56

0．2
1．56
6．25
0．1
0．1
0．05
0．1
0．1
0．2
0．39
1．56
0．2
0．78
0．39
0．2
0．1
0．2
0．39

＞100
6．25
0．2
0．2
0．78
0．78

25
0．1
3．13
3．13
0．39

100
1．56
6．25

0．05
0．78
6．25
0．025
0．05
0．013
0．025
0．05
0．1
0．2
1．56
0．05
0．39
0．39
0．2
0．2
0．2
0．39

＞100
1．56
0．1
0．1
0．2
0．2
1．56
0．05
0．78
1．56
0．2

25
0．78
6．25

0．39
1．56
3．13
0．05
0．05
0．2
0．1
0．78
0．78
0．78
6．25
0．2
3．13
3．13
0．39
0．05
1．56
1．56

＞100
1．56
0．78
0．78
0．78
0．78

100
0．39
3．13
6．25
3．13
0．39
0．39
3．13

0．2
6．25

25
0．1
0．1
0．05
0．1
0．39
0．39
0．39
6．25
0．1
1．56
1．56
0．39
0．78
0．39
0．78

＞100
12．5
0．39
0．39
0．78
1．56

50
0．2

50
50
1．56

＞100
6．25

25

0．39
0．78

12．5
0．2
0．2
0．2
0．39
0．39
0．39
0．39
0．39
0．2
0．39
0．39
0．39
0．39
0．39
0．39
1．56
1．56
0．39
0．39
0．39
0．39
0．39
0．2
0．39
0．39
0．39

12．5
3．13

12．5

0．05
0．39
0．1
0．39
0．39
1．56
0．1
0．2
0．39
0．2
0．78
0．1
3．13
3．13
0．1
0．39
0．2
0．78
0．2
0．78
0．05
0．05
0．78
0．39
0．39
0．1

50
50
0．2
0．78
0．78
0．2

3．13
1．56
1．56
1．56
1．56

12．5
6．25

50
50
25

100
1．56

100
100

3．13
25
50
25
25
25
3．13
3．13

100
3．13
1．56
1．56

＞100
＞100

25
100

3．13
0．2

25
12．5
3．13
3．13
3．13
0．78
3．13

12．5
6．25
6．25
3．13
0．78

12．5
12．5
0．1

12．5
12．5
12．5
12．5
25
3．13
3．13

12．5
1．56
6．25
0．78
3．13

25
12．5
12．5
0．78
0．78

Method: agar dilution method
Inoculum size: 108 CFU／mL
TEL: telithromycin, EM: erythromycin A, CAM: clarithromycin, AZM: azithromycin, RXM: roxithromycin, JM: josamycin,
ABPC: ampicillin, CCL: cefaclor, OFLX: ofloxacin
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Table 5–1． Antibacterial activities of telithromycin and reference antibiotics against clinical isolates in Japan

Organism（no. of isolates） Drug
MIC（µg／mL）

range MIC50 MIC90

Methicillin–susceptible TEL 0．05 – ＞100 0．1 ＞100

Staphylococcus aureus（71） EM 0．2 – ＞100 0．39 ＞100

CAM 0．2 – ＞100 0．39 ＞100

AZM 0．39 – ＞100 0．78 ＞100

RXM 0．39 – ＞100 0．78 ＞100

JM 0．78 – ＞100 1．56 ＞100

ABPC 0．1 – 25 0．78 1．56

MPIPC 0．2 – 3．13 0．39 0．39

CCL 0．78 – 25 1．56 6．25

OFLX 0．2 – 50 0．39 0．78

Methicillin–resistant TEL 0．05 – ＞100 ＞100 ＞100

Staphylococcus aureus（89） EM 0．39 – ＞100 ＞100 ＞100

CAM 0．2 – ＞100 ＞100 ＞100

AZM 0．78 – ＞100 ＞100 ＞100

RXM 0．78 – ＞100 ＞100 ＞100

JM 0．78 – ＞100 ＞100 ＞100

ABPC 6．25 – 100 25 50

MPIPC 6．25 – ＞100 ＞100 ＞100

CCL 25 – ＞100 ＞100 ＞100

OFLX 0．2 – ＞100 12．5 50

Staphylococcus epidermidis（15） TEL 0．1 – ＞100 12．5 ＞100

EM 0．2 – ＞100 ＞100 ＞100

CAM 0．2 – ＞100 100 ＞100

AZM 0．2 – ＞100 ＞100 ＞100

RXM 0．39 – ＞100 ＞100 ＞100

JM 0．78 – ＞100 3．13 ＞100

ABPC 0．1 – 12．5 3．13 6．25

CCL 0．78 – 50 6．25 25

OFLX 0．39 – 12．5 0．78 12．5

Streptococcus pyogenes（100） TEL 0．006 – 25 0．025 0．05

EM 0．025 – ＞100 0．05 0．1

CAM 0．025 – ＞100 0．05 0．05

AZM 0．05 – ＞100 0．05 0．1

RXM 0．05 – ＞100 0．1 0．39

JM 0．05 – ＞100 0．2 0．39

ABPC 0．013 – 0．1 0．013 0．025

CCL 0．05 – 1．56 0．2 0．2

OFLX 0．78 – 6．25 3．13 6．25

Streptococcus pneumoniae（49） TEL 0．006 – 0．2 0．013 0．05

EM 0．013 – ＞100 0．1 ＞100

CAM 0．013 – ＞100 0．1 12．5

AZM 0．013 – ＞100 0．1 ＞100

RXM 0．025 – ＞100 0．39 ＞100

JM 0．05 – 100 0．2 3．13

ABPC 0．025 – 3．13 0．2 3．13

CCL 0．2 – ＞100 3．13 50

OFLX 0．39 – ＞100 1．56 12．5

Streptococcus agalactiae（20） TEL 0．013 – 0．05 0．025 0．05

EM 0．025 – ＞100 0．05 0．05

CAM 0．025 – ＞100 0．05 0．05

AZM 0．05 – ＞100 0．05 0．05

Method: agar dilution method
Inoculum size: 106 CFU／mL
TEL: telithromycin, EM: erythromycin A, CAM: clarithromycin, AZM: azithromycin, RXM: roxithromycin, JM: josamycin,
ABPC: ampicillin, MPIPC: oxacillin, CCL: cefaclor, OFLX: ofloxacin
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Table 5–2． Antibacterial activities of telithromycin and reference antibiotics against clinical isolates in Japan

Organism（no. of isolates） Drug
MIC（µg／mL）

range MIC50 MIC90

Streptococcus agalactiae（20） RXM 0．05 – ＞100 0．1 0．1

JM 0．39 – 25 0．39 0．39

ABPC 0．1 – 1．56 0．1 0．2

CCL 0．78 – 100 1．56 1．56

OFLX 0．78 – 3．13 1．56 3．13

Enterococcus faecalis（71） TEL 0．025 – 12．5 0．05 1．56

EM 0．1 – ＞100 0．78 ＞100

CAM 0．1 – ＞100 0．78 ＞100

AZM 0．2 – ＞100 3．13 ＞100

RXM 0．2 – ＞100 3．13 ＞100

JM 0．2 – ＞100 1．56 ＞100

ABPC 0．39 – 6．25 1．56 3．13

CCL 25 – ＞100 100 ＞100

OFLX 0．78 – ＞100 3．13 100

Enterococcus faecium（63） TEL 0．025 – 6．25 0．78 6．25

EM 0．1 – ＞100 ＞100 ＞100

CAM 0．05 – ＞100 ＞100 ＞100

AZM 0．2 – ＞100 ＞100 ＞100

RXM 0．1 – ＞100 ＞100 ＞100

JM 0．39 – ＞100 ＞100 ＞100

ABPC 0．025 – 100 25 100

CCL 0．78 – ＞100 ＞100 ＞100

OFLX 0．78 – ＞100 6．25 100

Haemophilus influenzae（72） TEL 0．39 – 6．25 1．56 3．13

EM 0．78 – ＞100 3．13 6．25

CAM 0．78 – ＞100 6．25 6．25

AZM 0．2 – ＞100 0．78 1．56

RXM 3．13 – ＞100 12．5 25

JM 3．13 – ＞100 12．5 50

ABPC 0．1 – ＞100 0．78 ＞100

CCL 1．56 – ＞100 6．25 100

OFLX 0．013 – 0．39 0．025 0．05

Moraxella catarrhalis（67） TEL 0．05 – 0．78 0．1 0．2

EM 0．1 – 1．56 0．2 0．39

CAM 0．025 – 1．56 0．1 0．2

AZM 0．025 – 0．39 0．05 0．1

RXM 0．1 – 6．25 0．39 0．78

JM 0．39 – 6．25 0．78 1．56

ABPC 0．05 – ＞100 3．13 6．25

CCL 0．2 – ＞100 1．56 12．5

OFLX 0．025 – 3．13 0．1 0．1

Peptostreptococcus anaerobius（9） TEL 0．013 – 0．05 0．025 0．05

EM 0．05 – 6．25 3．13 6．25

CAM 0．025 – 3．13 1．56 3．13

AZM 0．2 – ＞100 100 ＞100

RXM 0．1 – 25 12．5 25

JM 0．05 – 3．13 0．39 3．13

ABPC 0．025 – 12．5 0．1 12．5

CCL 0．1 – ＞100 1．56 ＞100

OFLX 0．78 – 100 0．78 100

Method: agar dilution method
Inoculum size: 106 CFU／mL
TEL: telithromycin, EM: erythromycin A, CAM: clarithromycin, AZM: azithromycin, RXM: roxithromycin, JM: josamycin,
ABPC: ampicillin, MPIPC: oxacillin, CCL: cefaclor, OFLX: ofloxacin
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Table 6–1． Antibacterial activities of telithromycin and reference antibiotics against clinical isolates in Japan

Organism（no. of isolates） Drug
MIC（µg／mL）

range MIC50 MIC90

Methicillin–susceptible TEL 0．05 – ＞100 0．2 ＞100

Staphylococcus aureus（71） EM 0．2 – ＞100 0．39 ＞100

CAM 0．2 – ＞100 0．39 ＞100

AZM 0．78 – ＞100 1．56 ＞100

RXM 0．39 – ＞100 1．56 ＞100

JM 0．78 – ＞100 3．13 ＞100

ABPC 0．1 – ＞100 12．5 100

MPIPC 0．2 – ＞100 0．39 1．56

CCL 1．56 – ＞100 6．25 12．5

OFLX 0．2 – 50 0．78 1．56

Methicillin–resistant TEL 0．1 – ＞100 ＞100 ＞100

Staphylococcus aureus（89） EM 0．39 – ＞100 ＞100 ＞100

CAM 0．2 – ＞100 ＞100 ＞100

AZM 0．78 – ＞100 ＞100 ＞100

RXM 0．78 – ＞100 ＞100 ＞100

JM 0．78 – ＞100 ＞100 ＞100

ABPC 25 – ＞100 100 ＞100

MPIPC 25 – ＞100 ＞100 ＞100

CCL 50 – ＞100 ＞100 ＞100

OFLX 0．39 – ＞100 12．5 100

Staphylococcus epidermidis（15） TEL 0．39 – ＞100 50 ＞100

EM 0．78 – ＞100 ＞100 ＞100

CAM 0．39 – ＞100 ＞100 ＞100

AZM 0．78 – ＞100 ＞100 ＞100

RXM 1．56 – ＞100 ＞100 ＞100

JM 0．78 – ＞100 12．5 ＞100

ABPC 1．56 – ＞100 100 ＞100

CCL 1．56 – 100 25 100

OFLX 0．39 – 25 3．13 12．5

Streptococcus pyogenes（100） TEL 0．013 – 50 0．05 0．2

EM 0．05 – ＞100 0．1 0．39

CAM 0．05 – ＞100 0．1 0．39

AZM 0．05 – ＞100 0．39 0．39

RXM 0．2 – ＞100 0．39 1．56

JM 0．39 – ＞100 0．78 1．56

ABPC 0．013 – 0．1 0．025 0．025

CCL 0．1 – 3．13 0．2 0．78

OFLX 0．78 – 50 12．5 25

Streptococcus pneumoniae（49） TEL 0．013 – 0．39 0．025 0．05

EM 0．025 – ＞100 0．39 ＞100

CAM 0．025 – ＞100 0．39 ＞100

AZM 0．025 – ＞100 0．39 ＞100

RXM 0．05 – ＞100 1．56 ＞100

JM 0．1 – ＞100 0．78 100

ABPC 0．025 – 6．25 0．39 3．13

CCL 0．78 – ＞100 12．5 100

OFLX 1．56 – ＞100 3．13 12．5

Streptococcus agalactiae（20） TEL 0．013 – 0．1 0．05 0．05

EM 0．05 – ＞100 0．1 0．2

CAM 0．05 – ＞100 0．05 0．2

AZM 0．05 – ＞100 0．05 0．1

Method: agar dilution method
Inoculum size: 108 CFU／mL
TEL: telithromycin, EM: erythromycin A, CAM: clarithromycin, AZM: azithromycin, RXM: roxithromycin, JM: josamycin,
ABPC: ampicillin, MPIPC: oxacillin, CCL: cefaclor, OFLX: ofloxacin
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Table 6–2． Antibacterial activities of telithromycin and reference antibiotics against clinical isolates in Japan

Organism（no. of isolates） Drug
MIC（µg／mL）

range MIC50 MIC90

Streptococcus agalactiae（20） RXM 0．1 – ＞100 0．2 0．39

JM 0．39 – 50 0．39 0．39

ABPC 0．1 – 1．56 0．1 0．2

CCL 1．56 – ＞100 3．13 3．13

OFLX 1．56 – 25 3．13 6．25

Enterococcus faecalis（71） TEL 0．025 – 25 0．1 3．13

EM 0．2 – ＞100 1．56 ＞100

CAM 0．1 – ＞100 1．56 ＞100

AZM 0．39 – ＞100 6．25 ＞100

RXM 0．39 – ＞100 6．25 ＞100

JM 0．39 – ＞100 3．13 ＞100

ABPC 0．78 – 6．25 1．56 6．25

CCL 50 – ＞100 100 ＞100

OFLX 1．56 – ＞100 6．25 ＞100

Enterococcus faecium（63） TEL 0．05 – 25 3．13 12．5

EM 0．1 – ＞100 ＞100 ＞100

CAM 0．1 – ＞100 ＞100 ＞100

AZM 0．39 – ＞100 ＞100 ＞100

RXM 0．2 – ＞100 ＞100 ＞100

JM 0．39 – ＞100 ＞100 ＞100

ABPC 0．05 – ＞100 50 100

CCL 1．56 – ＞100 ＞100 ＞100

OFLX 1．56 – ＞100 25 ＞100

Haemophilus influenzae（72） TEL 0．78 – ＞100 1．56 3．13

EM 1．56 – ＞100 3．13 6．25

CAM 1．56 – ＞100 6．25 12．5

AZM 0．39 – ＞100 0．78 1．56

RXM 3．13 – ＞100 12．5 25

JM 6．25 – ＞100 25 50

ABPC 0．39 – ＞100 ＞100 ＞100

CCL 1．56 – ＞100 ＞100 ＞100

OFLX 0．025 – 0．39 0．05 0．1

Moraxella catarrhalis（67） TEL 0．05 – 0．78 0．1 0．39

EM 0．1 – 1．56 0．2 0．39

CAM 0．05 – 0．78 0．1 0．39

AZM 0．025 – 0．78 0．05 0．2

RXM 0．2 – 3．13 0．39 1．56

JM 0．39 – 6．25 1．56 1．56

ABPC 0．78 – ＞100 ＞100 ＞100

CCL 0．78 – ＞100 100 ＞100

OFLX 0．1 – 3．13 0．2 0．39

Peptostreptococcus anaerobius（9） TEL 0．013 – 0．2 0．05 0．2

EM 0．05 – 25 12．5 25

CAM 0．025 – 12．5 3．13 12．5

AZM 0．2 – ＞100 ＞100 ＞100

RXM 0．1 – 50 50 50

JM 0．1 – 25 0．39 25

ABPC 0．025 – 50 0．2 50

CCL 1．56 – ＞100 6．25 ＞100

OFLX 1．56 – ＞100 3．13 ＞100

Method: agar dilution method
Inoculum size: 108 CFU／mL
TEL: telithromycin, EM: erythromycin A, CAM: clarithromycin, AZM: azithromycin, RXM: roxithromycin, JM: josamycin,
ABPC: ampicillin, MPIPC: oxacillin, CCL: cefaclor, OFLX: ofloxacin
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μg／mL，MIC90では 0.05μg／mLであり，EM，CAM，

AZM，RXMおよび JMに比べ同等～8倍小さな値を示

した。S. pneumoniae 49株に対する TELの抗菌力は

MIC50が 0.013μg／mLであり，EM，CAMおよび AZM

では 0.1μg／mL，JMでは 0.2μg／mL，RXMでは 0.39

μg／mLであり，マクロライド薬以外では ABPCでは

0.2μg／mL，CCLでは 3.13μg／mL，OFLXでは 1.56μg／

mLであり，すべての比較薬剤に比べもっとも小さかっ

た。さらに，MIC90では TELが 0.05μg／mL，EM，AZM

および RXMでは＞100μg／mL，CAMでは 12.5μg／mL

であり，TELはこれらマクロライド薬に比べ 250倍以

上小さい値を示していることから，これらマクロライド

薬の耐性菌にも強い抗菌力を示すことが確認された。S.

agalactiae 20株に対する TELのMIC90は 0.05μg／mL

であり，EM，CAMおよび AZMの 0.05μg／mL，RXM

の 0.1μg／mL，JMの 0.39μg／mLに比べ同等～8倍の

抗菌活性を示した。

3） E. faecalis，Enterococcus faecium

E. faecalis 71株に対する TELのMIC50は 0.05μg／

mL，MIC90は 1.56μg／mLを示した。EM，CAM，RXM，

AZMおよび JMのMIC50は 0.78～3.13μg／mLを示し，

TELの方が 16～64倍抗菌力として優れていた。さらに，

MIC90では，これらマクロライド薬は 100μg／mL以上

であったことからも TELは E. faecalis に対して高い抗

菌活性を示すことが認められた。また本菌に対して高い

抗菌活性を有する ABPCのMIC50は 1.56μg／mL，

MIC90は 3.13μg／mLであり，TELは ABPCに比べて

も同等以上の抗菌力が認められた。E. faecium 63株に

対する TELのMIC50は 0.78μg／mL，MIC90では 6.25

μg／mLの抗菌力を示した。比較したマクロライド薬の

EM，CAM，RXM，AZM，JMおよびセフェム薬の CCL

のMIC50およびMIC90はいずれも 100μg／mL以上と抗

菌活性は認められなかった。ペニシリン薬の ABPCの

MIC50は 25μg／mL，ニューキノロン薬の OFLXの

MIC50は 6.25μg／mL，MIC90では両薬ともに 100μg／

mLであった。

4） H. influenzae，M. catarrhalis

H. influenzae 72株に対する TELのMICの範囲は

0.39～6.25μg／mLであった。そのMIC50は 1.56μg／mL，

MIC90は 3.13μg／mLを示した。MIC90で他薬と比較す

ると EMおよび CAMでは 6.25μg／mL，RXMおよび

JMでそれぞれ 25μg／mLおよび 50μg／mLであり，

TELは，これら薬剤に比べ 2～16倍小さな値を示した

が，AZMの 1.56μg／mLに比べ 2倍大きかった。また，

ABPCおよび CCLのMIC90はそれぞれ＞100μg／mL，

100μg／mLと，これらβ–ラクタム薬には耐性を示した。

一方，ニューキノロン薬の OFLXでは 0.05μg／mLと

きわめて高い感受性を示した。M. catarrhalis 67株に

対する TELのMIC50は 0.1μg／mL，MIC90では 0.2μg／

mLを示 し，EM，CAM，RXM，AZMお よ び OFLX

の MIC50 の 0.05～0.39μg／mL および MIC90 の 0.1～

0.78μg／mLとほぼ同様の抗菌力を示した。一方，ABPC

および CCLのMIC90はそれぞれ 6.25，12.5μg／mLで

あった。

5） P. anaerobius

嫌気性のグラム陽性菌である P. anaerobius 9株に対

する TELのMICの範囲は 0.013～0.05μg／mLであっ

た。そのMIC90は 0.05μg／mLを示し，すべての比較薬

剤の 3.13～＞100μg／mLに比べ優れた抗菌活性を示し

た。

各種菌株の接種菌量を 100倍に上げた場合（108 CFU／

mL）においても TELおよび EM，CAM，AZM，RXM，

OFLXの抗菌活性は 4倍以内の変動であり，106 CFU／

mLにおける結果とほとんど同様の傾向を示した。一方，

MSSAおよび S. epidermidis に対する ABPCの抗菌活

性は，106 CFU／mL接種に比べ，16～64倍弱く，接種

菌量の影響を受けた。S. pneumoniae に対しては，JM

のMIC50およびMIC90がそれぞれ 8倍および 32倍大き

かった。さらに，H. influenzae およびM. catarrhalis

に対する ABPCおよび CCLの抗菌活性は接種菌量の影

響を大きく受け，H. influenzae のMIC50はともに 100

μg／mL以上であった（接種菌量 106 CFU／mLのMIC50:

ABPC＝0.78μg／mL，CCL＝6.25μg／mL）。M. catarr-

halis のMIC50は ABPCが＞100μg／mL，CCLでは 100

μg／mLと 106 CFU／mL接種時に比べ，それぞれ 32倍

および 64倍大きな値を示した。

III． 考 察

マクロライド系抗菌薬は一般にグラム陰性菌よりもグ

ラム陽性菌において強い抗菌活性を示し，グラム陰性菌

に対しては，例外的に，H. influenzae およびM. catarr-

halis に対して比較的強い活性を有する。

本試験の抗菌スペクトルから，TELは従来のマクロ

ライド系抗菌薬と同様に，全般的にグラム陰性菌よりも

グラム陽性菌において強い抗菌活性を示すことが明らか

となった。TELのグラム陽性菌に対する活性は，特に

好気性菌で顕著であり，今回用いたマクロライド系抗菌

薬のみならず ABPC，CCLおよび OFLXと比較しても

同等ないしそれ以上であった。また，グラム陰性菌に対

する抗菌活性は ABPC，CCLおよび OFLXよりも弱か

ったが，マクロライド系抗菌薬のなかでグラム陰性菌に

対する効果が強いことを特徴として開発された AZM6）

とほぼ同等であり，その他のマクロライド系抗菌薬より

も強かった。特に，H. influenzae に対する TELの活性

は CAMのそれよりも強く，H. influenzae に起因する

呼吸器感染症における有効性が期待される。接種菌量を

106から 108 CFU／mLに増加させても，TELの抗菌作

用はほとんど変化しなかったことから，菌量の影響は少

ないものと推察される。
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臨床分離株を用いた試験から，①TELはグラム陽性

菌に対して従来のマクロライド系抗菌薬よりも強い抗菌

活性を有すること，特に，呼吸器感染症の主要な起炎菌

である S. pneumoniae，S. pyogenes および S. agalac-

tiae に対して TELは同等～2，000倍以上強い抗菌力を

示すこと。②一般にマクロライド系抗菌薬およびセフェ

ム系抗菌薬に耐性を示す E. faecalis および E. faecium

に対して TELは 6.25μg／mLの濃度で 90％の菌株の発

育を阻止した。③さらに，グラム陰性菌の呼吸器感染症

の起炎菌として知られるH. influenzae およびM.

catarrhalis に対する TELの抗菌力は，これら菌種に臨

床適応を有する CAMに比べ，H. influenzae では 2倍

強い抗菌活性を示し，M. catarrhalis では同等であった。

④また，嫌気性のグラム陽性菌である P. anaerobius に

対する TELの抗菌力は，比較したすべての薬剤に比べ

きわめて優れた抗菌活性を示した。

近年，市中感染菌としてのペニシリン耐性 S. pneu-

moniae（PRSP）が世界的にも問題になっている9）。し

かも，PRSPはマクロライド系抗菌薬や lincosamideに

も耐性を示すことが報告されている10～12）。今回のわれわ

れの結果においても，S. pneumoniae のMIC90で，既

存のマクロライド系抗菌薬は，100μg／mL以上の数値

であり，それに比べ TELのMIC90は 0.05μg／mLと，

これらマクロライド耐性菌に対しても TELは優れた抗

菌力を示すことが明らかとなった。
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In vitro antibacterial activities of telithromycin
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In vitro antibacterial activity of telithromycin（TEL）against standard strains and freshly clinical isolates
was examined in comparison with erythromycin A（EM），clarithromycin（CAM），azithromycin（AZM），
roxithromycin（RXM）and josamycin（JM），as existing macrolides，ampicillin（ABPC），as a penicillin
antibiotic，cefaclor（CCL），as a cephem antibiotic and ofloxacin（OFLX），as a new quinolone. Standard
strains: TEL showed broad antibacterial spectrum against aerobic gram–positive bacteria（MIC: 0.006–0.1
μg／mL）．The potency was equal to or more potent than those of EM，CAM，AZM，RXM and ABPC，and
more potent than those of JM，CCL and OFLX．Against gram–negative bacteria，TEL was less potent than
OFLX，ABPC and CCL but nearly comparable to AZM．TEL showed broad antibacterial spectrum against
anaerobic gram–positive bacteria，whose MIC values ranged 0.006 to 1.56μg／mL and were not less than
those in all compounds tested. Clinical isolates: The MIC90s of TEL for Streptococcus pneumoniae，
Streptococcus pyogens and Streptococcus agalactiae were 0.05μg／mL，which was equal to or more than
2，000 times smaller than those of existing macrolides. Against methicillin–susceptible Staphylococcus
aureus the activity of TEL with MIC50 of 0.1μg／mL was 4 to 16 times more potent than those of existing
macrolides. However，TEL was inactive against methicillin–resistant S. aureus（MIC50≧100μg／mL）．The
MIC90（1.56–6.25μg／mL）of TEL for Enterococcus faecalis and Enterococcus faecium was markedly
superior to those of other macrolides. The MIC90 of TEL against Haemophilus influenzae was 3.13μg／mL，
which was 2 to 16 times smaller than those of EM，CAM，RXM and JM，but twice larger than that of AZM.
The MIC90 of TEL for Moraxella catarrhalis was 0.2μg／mL to be similar activity to EM，CAM，AZM，RXM
and OFLX. The MIC90 of TEL for Peptostreptococcus anaerobius was 0.05μg／mL. The activity was superior
to all reference compounds.
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